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事務局だより 

まず冒頭に、このたびの東日本大震災により被災さ

れた皆様には心よりお見舞い申し上げますげますと

ともに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し

上げます。 

本年度より森田委員長の後任として、ＩＴＣ中部広

報委員会の委員長を拝命させていただきました秋山

です。また同時にＩＴＣ中部の理事にも就任させて頂

きました。 

２００６年にＩＴコーディネータの資格を取得して５年

足らずでこのような大役を仰せつかり身の引き締まる

思いです。微力ではありますがＩＴＣ中部の発展のため

に尽力させて頂く所存ですので、よろしくお願い致しま

す。 

昨今ＩＴコーディネータになる人の数も減少しており、

ＩＴコーディネータの資格も岐路に立たされていると感

じています。しかしＩＴコーディネータの理念である「経

営者とＩＴベンダーの架け橋」としての役割が不要に

なった訳ではなく、これからも必要となる人材であると

肌で感じております。ＩＴコーディネータの有効活用の

ためにも今後ＩＴＣ中部の一員として各種企画や広報

活動に取り組んで行きたいと思います。 

本号では「支援機関特集」として各支援機関の皆

様にご寄稿を頂きました。この場をお借りしてお礼を

申し上げるとともに、ＩＴＣ中部の活動に対するご理解

とご支援を賜りたいと存じます。 

 

（ＩＴＣ中部　広報委員長・理事　秋山　剛） 

広報委員会秋山新委員長挨拶

平成２３年度ＩＴＣ中部総会・講演会が、平成23年6月4日(土)にウィ

ンク愛知1012会議室にて出席者102名というほぼ満員の状況で開

催されました。 

矢口理事長による開会挨拶・総会に引き続き、基調講演として中

部経済産業局 情報政策課 山田課長補佐より「中部経済産業局の

情報施策について」、ITコーディネータ協会 中塚部長からは、「ITコー

ディネータ協会の2011年度の活動方向とITコーディネータへの期

待」についてご講演をいただきました。特別講演として、ESD21顧問(

理事) 鈴木明夫氏より「新・新興国ミャンマーの最新事情」、ITC中部

理事(中電CTI) 磯部秀敏氏 からは「リスクマネジメントを踏まえた事業

継続計画(BCP)」をご講演いただきました。 

総会においては、矢口理事長が議長として選任され、その上で、す

べての議案が、原案通り承認可決されました。 

各委員会の活動報告の後、新しく開催されるビジョン検討会議の紹

介があり、今後のITC中部のあり方を検討する場として開催されるとの

ことでした、活発な意見が交換されることを期待しております。 

鈴木氏の講演では、元気のいいアジアの中でもミャンマーは、日本

企業は未だ５１社ほどしか進出しておらず、対日感情もよく、大手以外

でもビジネスチャンスがあるというお話をいただきました。チャンスがあ

れば、一度訪問してみたいと思いました。磯部氏の講演では、BCPと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リスクマネジメントについて、今回の震災のことも交えてお話をいただき、

リスクに対しての事前対策はもちろんのこと、残存リスク状況により、事

後対応計画も策定することが重要であると認識しました。 

最後になりましたが、このたびの東日本大震災により被災された皆

様には心よりお見舞い申し上げます。皆様の安全と一日も早い復旧を

お祈りいたします。 

 

　　　　　　　　　　　(ITC中部　ビジネススキルアップ委員会　木原 光章) 

ＩＴＣ中部ビズアップ委員会 

クラウドコンピューティングを 
利活用したＩＴ経営の 
推進について 
 
 

事務局だより 

ITC中部　総会風景 

ＩＴＣ中部広報委員長 秋山剛 氏 

近年、クラウドコンピューティングを利活用した大容

量情報の蓄積・分析等による新たな価値を提供する

サービス等が急速に普及してきており、今後も次世代

情報処理基盤としてクラウドコンピューティングを利

活用したビジネス向けのサービスが拡大していくもの

と予想されています。 

一方、急速に進展するクラウドコンピューティングに

よる情報技術環境の変化は、情報サービス産業の構

造変化をもたらすものと推測され、特にこれまで大手

ＩＴベンダからの受託開発を主流としてきた中小ベン

ダにおいては、今後クラウドサービス等に対応したビ

ジネスモデルへの変革も求められております。 

こうした中で中部経済産業局情報政策課におい

ては、経済性かつ利便性の高いクラウドコンピューティ

ングの利活用を軸に、地域の中小企業のＩＴ利活用を

促進するための環境整備や地域ＩＴベンダのＩＴ供給

力強化を支援する「中部地域中小企業利活用基盤

整備事業」を実施します。 

本事業では、①中小企業のクラウド利活用促進の

ための調査、②ＩＴベンダ等がクラウドサービス提供に

必要な技術力や企画力向上を図る研修、③中小企

業のＩＴ経営成功事例等の紹介、④ＩＴ関係機関、中

小企業支援機関や行政機関等との情報共有、⑤研

究会活動を通じたクラウドによるビジネスモデル構築、

等を展開してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業を通じて、中小企業のＩＴ経営の更なるレベ

ルアップと、地域ものづくり産業等の競争力強化を図

ってまいります。そのためには、経営とＩＴの専門的な

知識を有するＩＴコーディネータが、ユーザ企業の強

み、弱みの的確な分析に基づき、取り組むべき企業

改革や業務改革を明らかにし、経営戦略に沿った効

果的なＩＴ導入計画の策定を支援するとともに、その

実現をサポートしていくことが期待されます。今後、ク

ラウド型ＩＴサービス等の急速な拡大が見込まれる中

で、企業にとって真に効率的なＩＴ経営を実現するた

めには、地域企業に密着したコンサルを行うＩＴコーデ

ィネータの役割はますます増大すると考えております。 

ＩＴコーディネータの皆様が、当地域におけるＩＴ経

営推進の牽引役を担われ、数多くのＩＴ経営の成功企

業を創出されることを期待しております。 

 

（ＩＴＣ中部　中部経済産業局情報政策課長 　杉山 益美） 

クラウドコンピューティングを利活用したＩＴ経営の推進について

中部経済産業局情報政策課の皆様� 

 （右上が筆者の杉山益美様）� 

 

2011年6月11日(土)ITC中部広報委員会主催の第10回架け橋

会ゴルフコンペが、岐阜県可児郡のサンクラシックゴルフクラブで開催

されました。当日は、朝から小雨が降っており、霧に悩まされる場面もあ

りましたが、昼からは晴れとなり、常連の方々を中心に参加者12名で、

和気あいあいと楽しくプレーすることができました。 

　架け橋会ゴルフコンペは、毎回ダブルペリア方式で実施していま

すので、あがってみないとわからないという楽しみがあります。優勝・ベス

グロは、グロス91/ネット71.8で、堂本さんでした。全体の平均スコアは、

グロス103.6/ネット78.3という結果で、実力が均衡して接戦となりまし

た。 

賞品は今回も参加者全員から持ち寄ってもらった品物を成績上位

者から順に好きなものを選んで頂きました。賞品には、ご自宅の畑で取

れた新鮮な野菜、ベルト、お菓子、お酒等があり、大変好評で、皆さんに

喜んでもらえました。今後も参加者全員による賞品の持ち寄りを続けて

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋会ゴルフコンペは、ゴルフを通じてITC中部の親睦を図る目

的で年2回開催しており、スコアに拘らず、和やかな雰囲気で皆さん楽

しくプレーしています。次回は10月頃を予定していますので、是非多く

の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

　　　　　　　　　　　 (ITC中部　近藤　慈伸) 

第10回架け橋会ゴルフコンペ 

ゴルフ大会 

皆さん、こんにちは。今年度よりITC中部の事務局次長を拝命した

山本です。皆さんのITC活動の一助となれるように精進してまいります。 

さて、去る6月4日土曜日にITC中部の総会・講演会が無事開催さ

れ、数多くのITCの方に参加いただきました。日頃、合わない方たちの

顔を見ながら、もっともっとITCを有名にしていきたいと思った次第です。 

震災以降、とかくクラウドという言葉を耳にする機会が増えました。情

報をクラウド上に配置することで地理的な災害に対応が可能というの

が大きな理由のようです。そんなクラウドを中小企業が導入する際には、

当然ITCの活躍が必要です。どんなクラウドサービスを使えばいいのか、

導入計画から活用支援まで幅広いサービスをITCは提供できると思

います。 

お客様を真の経営革新へと導く最初の一歩は是非ITCの手によっ

てであってほしいと願う今日この頃です。個人では大変は仕事でも

ITC中部を中心としたITCの輪で解決策を見つけることができると思

います。お客様先に行って話をすればするほど、ITCの必要性を感じて

いただける様になってきました。これもまた、時代のなせる業だと思いま

す。お客様だけでは判断できないITに対する適切な助言と支援を提

供できるのはITCが最も得意とする分野です。皆さん一緒にITCを盛り

上げていきましょう。 

 

　　　　　　　　　　　  (ITC中部事務局　山本　健太) 




